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計画の策定概要 

 

◆ 計画策定の趣旨                                

  全国的な少子高齢化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働

き家庭の増加等、子どもや子育てを取り巻く環境はめまぐるしく変化しており、子

育てに対する不安や負担、孤立感等が高まっています。そのため、子どもの健やか

な成長と子育てについては、社会全体で支援していくことが大切とされています。 

平成２７年度から始まった「子ども・子育て支援新制度」では、子育てをしやす

い社会の実現のため、幼児期の学校教育・保育や地域の子ども・子育て支援を推進

することとしていくことが求められました。 

  小豆島町（以下「本町」という。）においても、市町村子ども・子育て支援事業

計画となる「第２期 小豆島町すくすく子育ち応援アクションプラン」を策定し、

子育てしやすい町を目指し、積極的に施策を実施してきました。     

このたび、第２期計画が令和６年度末をもって終了することから、子育て支援に

関するニーズ調査を実施し、本町の現状と課題を再度、分析・整理し、「第３期 小

豆島町すくすく子育ち応援アクションプラン」として新たな計画を策定するもので

す。 

 

 

◆ 計画の位置付けと期間                             

  本計画は、次の計画を一体的に策定したものです。 

○子ども・子育て支援法第 61 条第１項の規定に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画 

○次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画 

○子どもの貧困対策の推進に関する法律第９条に基づく市町村計画 

  

 計画の推進にあたっては、各計画との連携を十分に考慮するとともに、社会情勢 

の変化や、町の状況の変化、子どもと家庭を取り巻く状況やニーズ等の変化があっ 

た場合には、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

◆ 計画の期間                              

  本計画の期間は、令和７年度から令和 11 年度までの５年間とします。 



2 

 

小豆島町の現状 

 

◆ 少子化の動向                           

  本町の人口は、年齢３区分別にみると、どの区分においても減少傾向にあります。

また、出生数も 40 人～50 人台で減少傾向が続いています。令和５年度の出生数は

42 人となっています。 
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子育て支援の基本的な考え方 

 

◆ 基本理念                          

美しい海と山、雄大な自然に恵まれた小豆島には、先人が培ってきた伝統、産業、

人と人との絆等たくさんの宝物があります。しかし、近年、急速な高齢化社会の進

行や人口減少をはじめ、生活様式や価値観の多様化等、社会の急激な変化を受け、

それらの多くの宝物の継承が困難になりつつあります。こうした問題を解決するた

めに、第３期すくすく子育ち応援アクションプランは、これまでの取り組みとその

成果を尊重しつつ、小豆島の宝物を守るとともに未来を担う子どもたちが健やかに

育つことができるまちを目指し、様々な取り組みを進めていきます。 

 

 

すくすく子育ち ～夢と誇りをもって～ 
 

 

 

◆ 基本目標                             

  基本理念を実現するために次の目標を掲げ、総合的に施策を推進していきます。 

 

１． 子育てしやすい環境づくり 

２． 地域における子育て応援 

３． 魅力ある町の発信 
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施策の展開 

 

基本理念     基本目標              基本施策 
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量の見込みと確保方策 

 

◆ 教育・保育事業                        

   （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認定区分 対象施設 

１ 号

認 定 
子どもが満３歳以上で、教育を希望する場合 幼稚園・認定こども園（幼稚園籍） 

２ 号

認 定 
子どもが満３歳以上で、保育を必要とする理由を満たす場合 保育所・認定こども園（保育所籍） 

３ 号

認 定 
子どもが満３歳未満で、保育を必要とする理由を満たす場合 保育所・認定こども園（保育所籍）

・地域型保育施設 

 

令和７年度 令和８年度 

1 号 

(幼稚園) 

2 号 

(保育所) 

3 号(保育所) 1 号 

(幼稚園) 

2 号 

(保育所) 

3 号(保育所) 

0 歳 1.2 歳 0 歳 1.2 歳 

① 量の込み 45 140 30 105 45 140 30 100 

② 確保方策 555 147 41 132 555 147 41 132 

 教育・保育施設 555 147 35 108 555 147 35 108 

 特定地域型保育施設   6 24   6 24 

 

令和９年度 令和 10 年度 

1 号 

(幼稚園) 

2 号 

(保育所) 

3 号(保育所) 1 号 

(幼稚園) 

2 号 

(保育所) 

3 号(保育所) 

0 歳 1.2 歳 0 歳 1.2 歳 

① 量の込み 40 135 27 100 40 135 27 97 

② 確保方策 555 147 41 132 555 147 41 132 

 教育・保育施設 555 147 35 108 555 147 35 108 

 特定地域型保育施設   6 24   6 24 

 

令和 11 年度 

1 号 

(幼稚園) 

2 号 

(保育所) 

3 号(保育所) 

0 歳 1.2 歳 

① 量の込み 35 130 25 94 

② 確保方策 555 147 41 132 

 教育・保育施設 555 147 35 108 

 特定地域型保育施設   6 24 
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◆ 地域子ども・子育て支援事業                     

 

 

事業  
令和 

７年度 

令和 

８年度 

令和 

９年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

① 利用者支援事業 
量の見込み(箇所) 2 2 2 2 2 

確保方策(箇所) 2 2 2 2 2 

② 地域子育て支援拠点事業 
量の見込み(人) 3,330 3,330 3,330 3,330 3,330 

確保方策(人) 3,330 3,330 3,330 3,330 3,330 

③ 妊婦健康診査事業 
量の見込み(人) 700 700 700 700 700 

確保方策(人) 700 700 700 700 700 

④ 乳児家庭全戸訪問事業 
量の見込み(人) 50 50 50 50 50 

確保方策(人) 50 50 50 50 50 

⑤ 養育支援訪問事業・子どもを守

る地域ﾈｯﾄﾜｰｸ機能強化事業 

量の見込み(人) 5 5 5 5 5 

確保方策(人) 5 5 5 5 5 

⑥ 病児・病後児保育事業 
量の見込み(人) 495 495 495 495 495 

確保方策(人) 495 495 495 495 495 

⑦ 一時預かり事業 
量の見込み(人) 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 

確保方策(人) 4,185 4,185 4,185 4,185 4,185 

⑧ 延長保育事業 
量の見込み(人) 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 

確保方策(人) 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 

⑨ 放課後児童健全育成事業 

(放課後児童クラブ) 

量の見込み(人) 125 125 125 125 125 

確保方策(人) 125 125 125 125 125 

⑩ 妊婦等包括相談支援事業 
量の見込み(人) 150 150 150 150 150 

確保方策(人) 150 150 150 150 150 

⑪ 産後ケア事業 
量の見込み(人) 10 10 10 10 10 

確保方策(人) 10 10 10 10 10 

⑫ 乳児等通園支援事業 

(こども誰でも通園制度) 

量の見込み(人) － 10 10 10 10 

確保方策(人) － 10 10 10 10 

※今回の計画期間で事業の実施を行う予定のないものは掲載しておりません。 
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◆ 計画の推進体制                           

  子ども・子育てに関わる施策は、児童福祉分野だけでなく、保健・医療・福祉・

教育・まちづくり等、様々な分野にわたるため、関係部局と連携・調整を図りなが

ら本計画の各種施策を推進します。 

  また、この計画は、家庭と地域住民、学校等の関係者、事業者、行政がそれぞれ

の役割と責務を果たすとともに、関係機関の連携協力のもと、積極的な推進を図り

ます。 

 

◆ 計画の点検・評価                        

  本計画の実効性を担保するため、各年度における計画推進の実施状況を把握・点

検・評価し、その結果を以降の計画に反映させていくことが大切です。そこで、PDCA

サイクル（Plan［計画］→Do［実行］→Check［評価］→Action［見直し］）に基

づき、「小豆島町すくすく子育ち応援会議」において、毎年度の計画推進状況を把

握・点検し、計画の着実な推進を図っていきます。 

  なお、計画期間中であっても、様々な状況の変化により見直しの必要性が生じた

場合には、適宜計画の見直しを行っていきます。 
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